
　新しい年が始まったばかりの1月4日（日）、「みどりのサロン」（日高市高萩東）において子ど
も向けのイベントを実施しました。冬休みの宿題を片付けてしまおうという趣旨によるもので、
「新年早 ど々うかなあ、人が集まるかなあ」と思いながらの実施でした。
　ふたを開けてみると、来てくれました。午後1時のスタートでしたが、ちょうどの時間に男の
子が2人。サッカー好きの6年生、友だち同士のようです。
　「来てくれてありがとう。何をやる？宿題持ってきた？」と声を掛けると、「宿題はもう済ませ

た」とのことで、大型テレビに映し出された全国高校サッカー・順々決
勝「鹿島学園×興国」の試合をながめながら、場の空気に馴染もうとし
ているようでした。
　「じゃあ、絵を描くか」となり、紙と画材を用意すると、慣れている
のか、2人ともフリーな感じでスラスラと描き始めます。それがですね、
写真を見てもらえばわかるように、オリジナリティに溢れていて、ちょっ
と驚きの出来でした。
　そうした時間にも飽きて、男の子二人は帰途に。彼らと入れ替わる
ように来てくれたのが、女の子2人組。彼女らも6年生の友だち同士
のようで、しばらくはおしゃべりに夢中でした。
「宿題は？」の問いに、そのうちの一人が「家から持ってくる」と駆け出
していき、みんなで算数のドリルを取り組むことにします。短い時間で

すので、多くの問題は解けませんでしたが、6年生になり計算の手順が複雑になる文章題や、工夫して計算をやりやすくする
円の面積などに取り組むことができ、中学生になる前に算数への苦手意識の解消に少しは役立てることができたようです。
　実はこうしたイベントを昨年夏休みにも実施。その時は初めてということもあり、様子見なのか大人が多く参加。今回は子
どもが自分たちの意志でフラッと立ち寄ってくれて、とてもいい雰囲気になりました。女の子たちは「また参加したい」と言って
くれ、通りかかった年配者たちも、「今日は何？」「いいこ
とやってるね」と関心を示してくれていました。続けて実
施できると、いいのですが…

お店をお手伝いしてもらっている甥っ子さんと。頑張る
ときは頑張るけど、羽を伸ばすときは伸ばす。仕入れ
ついでに熱海市網代の温泉で羽を伸ばしてくることも
あるそうです。

茜屋さんは、「日高あんしんねっと」
登録事業所 となっています。

■フリーペーパー「住めバ日高」１～４号を発行。
文化新聞の連載記事「のこしたい店・たのしみな店」における「スー
パーみどりや」への取材をきっかけに、元気なシニアが活躍する日高
団地に可能性を感じ、フリーペーパーを発行（取材執筆：いしいデザイ
ン グラフィックデザイン：黒田デザイン事務所 / 日高団地自治会の
協力のもと、日高団地全戸配布）。本記事は４号（2023年9月発行）掲
載分を調整したものです。

　４年ほど前に、川越市から日高団地に越して来た茜谷節子さん。夫が病気
がちで、終の棲家にしようと、のんびりと過ごせる日当たりのいい住まいを求め
ます。ところが、事もあろうに引っ越しを予定していた前月に夫が他界。「落ち
込まないタイプの私ですが、しばらくは何も手につきませんでした」と当時を振
り返ってくれました。
　落ち込んでばかりもいられず、計画していたお
ばんさいのお店を自宅の一角でオープン。もとも
と川越で同様の商売をやっていましたが、パート
ナーを失ったことで、すべての時間を自分のため
だけに振り向けるしかなくなり、思い描いていた
夢を追求するようになります。 
　こだわったのは、顔の見える関係のなかで旬
の食材を手に入れることでした。地元の農家か
ら旬の野菜を提供してもらったり、畑を借りて教
わりながら野菜づくりにも挑戦。さらには、紹介し
てもらった漁師さんとつながり、自らの運転で熱
海市網代まで魚を仕入れに行くようにも。「この
齢になったら、やりたいことをやるしかないじゃな
い」と節子さん。持ち前のアグレッシブさで、お
客さまから求められる理想のお店をつくり込んでいきます。
　取材中にも、惣菜を買いに来た常連客に声を掛ける様子が… 
今では、この団地になくてはならないお店になっています。

茜谷節子さん

おばんざいの茜屋
日高市高萩東１-28-12　
水、木、金、土 11時～18時（休憩14時～15時半）

やりたかった理想のお店を
思いのままに追求。

日高市で一番最初にできたニュータウン「日高団地」。このまちに暮らす人々の今をお届けします。

手作りお惣菜の種類は豊富。量り売りなので、必要分を買うことができます。
朝4時頃には仕込みを始めるそうです。

常連さんに話しかけることもしばしば。
良い関係を作っています。

勉強してもいいし、
ただ遊ぶだけでもいい。
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とが大事！」柳川店長の指導に熱が入ります

みんな絵のセンスあり。自分が描きたいと思う絵を自由に描いてくれ
ました

賢くて、ノリのいい子たちば
かりでした

顔はお見せできませんが、記念撮影
にも応じてくれました
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